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財団 (CMBFoundation of America)からの資金援助により図書館として設



























































































































































また、全学的に かポ トー フォ リオを導入し、本の活用履歴、利用者講習
会への参加履歴、レ フア レンスでの相談履歴等の情報も驚録対象と してい
る。図書館職員は利用者のかポ トー フォ リオの閲覧と対応履歴等の情報の
167 
登録を行うことができ、利用者対応にあたって、。ポートフォリオを参考
にして、利用者個人に沿った対応が可能となっている。これは就職活動に
活用可能なリストとなり、学生の図書館利用や講習会参加へのモチベーショ
ンを高めているという。
4 おわりに
今IElIの海外研修は、電子化推進状況の視察が主たるテーマであった。一
言に電子化といっても、国や各機関によって解釈は違い、そこから導き出
された答えもそれぞれ異なるものだった。研修の 1週間を通し、電子化(情
報化)のシステム構築、コンテンツの作成、電子資料の蓄積、インフラの整備、
デジタル機器の配置、利用者(国民・学生)への普及活動という一連の流
れを見学し、各機関の方向性を伺うことができた。
電子化事業には予算と入手がかかり、サービス対象が広ければ広いほど
規模も大きくなる。有限の資産を効率よしかっ適正に電子化へと向ける
ための試行錯誤を各機関で垣間見てきた。これから電子情報は加速度的に
発達していくことは間違いなし図書館と電子化の関わりはまだまだ続く
と思う。
今回の研修において、どの訪問先も暖かく受け入れていただき、誠心誠
意対応していただいた。国や言葉、習慣など多くの壁はあるものの、図書
館という場所が繋げてくれたのだと思う。日常の図書館業務から離れて韓
国・台湾を訪問し、その背景や考え方等を、現地職員と意見交換すること
ができたことは、貴重な経験となった。
研修の後には、報告書の作成、夏の研究大会でーの発表が待っていた。日
常業務に加えでの作業のため、苦労もあったが、その全てを含めて有意義
な時聞を過ごせたと思う。また、研修を通して本当に沢山の方々と知り合
うことができた。将来にわたって今回の経験を財産にできるよう今後も努
めていきたい。
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